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1 はじめに  
中間評価項目7詳  

‘麻痺・拘鴫のスコブ  捧勤  、・、、何々行動  介護保険制度では，サービス畳の目安である要介誰  

度を要介護認定により決定する．要介護認定では，ア  

ルゴリズムによる一次判定の結果をもとに専門家によ  

る二次判定を行い要介護度を決定している．一次判定  

では作成した9つの樹形モデルから介護時間を推計し，  

その合計で要介護度を決定する．  

一・・一次判定で使用されている樹形モデルについてさま  

ざまな問題点が指摘されており，その改善が求められ  

ている．そのような問題に関しては具体例がいくつか  

示されているが，詳細については明らかにされていな  

い．そこで本研究では，以前調べた樹形モデルのパス  

の組合せ川から，一次判定樹形モデルに対する問題点  

グ）分析を行う．  

】  

項目の得点状態lこ間  

図1：中間評価項目得点   

3 問題点  

一次判定の樹形モデルに関して指摘されている問題  

点で，主要な物は以下のとおりである［3］【4】［5〕・  

2 一次判定アルゴリズム   

1．中間評価項目得点   

心身〝）状態を得点化するということは「身体的な   

障害の程度が重いからといって介護最が多いわけ   

ではない」と説明していたことと矛盾しており，中   

間評価項目得点が介護時間の多少をどの程度見分   

けられるか信頼できない．  

2．時間による区分の困難さ   

わずかな時間の差だけで要介護度に差が出てしま   

う．特に，受けることのできるサービスに大きな   

差が出る「自立」，「要支ほ」，「要介護1」の境界が   

わずか5分の幅しかなく，容易に要介護度が大き   

く変化する．  

3．痴呆の評価の不適切性   

痴呆の症状が十分評価されずに，適切な要介護度   

よりも低く判定されることがある．  

4．アセスメント項目   

項目の評価の中間段階がはっきりしておらず，評   

価者の解釈の違いによりわずかな評価の違いが生   

まれ，その違いが要介護度の差に決定的に現れる   

ことがある．  

▲・一次判定には樹形モデルが使用されている，樹形モデ  

ルとは多変量データの分類手法であり，分類木の目一種で  

ある．要介護認定では，介護の種類別にS－Plusのtree  

を用いて作成された9つの樹形モデルを使用しており，  

その分岐に73の調査項目と7つの中間評価項目得点を  

用いる．一次判定では，9つの樹形モデルから推計され  

た介護時間（要介護認定等基準時間）と特別な医療ご  

とに設定された時間を合計し，要介護度表と対応させ  

ることで判定を行う 

中間評価項目とは訪問調査に用いられている調査項  

目のうち心身の状況に関する73項目について同様の傾  

向をヰ）つ調査項目ごとに「第1群（麻痺・拘縮に関連  

する項目）」，「第2群（移動等に関連する項目）」等の7  

つのグループにまとめたものである．このとき個別の  

調査項目の選択肢に対して統計的に得点を付し，7つ  

の中間評価項目ごとにそれぞれの合計得点を算定する．  

心身の状態に問題がなむナれば100点であり，最も悪い  

ものが0点となる【2］・  
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ら，中間評価項目得点が10点未満でもよいパスが  

多く，中間評価項目得点が低くても要介護度が軽  

くなる可能性が高いことが分かる．  

4 分析   

今回はすでに調べた樹形モデルのパスの組合せを基  

に［1］，先にあげた問題点の内，中間評価項目得点に関  

する問題について分析を行う．   

1．中間評価項目得点の必要条件（分析1）  

心身の状態を点数として表している以上は，点数  

が高い（状態が良い）場合は介護量が少なく，点  

数が低い（状態が悪い）場合は介護量が多いと考  

えることが普通である．そこで，中間評価項目得  

点がどの程度要介護度を見分けることができてい  

るかの目安として，各要介護度における中間評価  

項目得点の必要条件を調べる．   

2．中間評価項目得点10点未満でもよいパスの数（分  

析2）  

中間評価項目得点について1つでも点数の低い物  

がある場合には，低い要介護度となるのはおかし  

いと思われる．そこで，要介護度の低いものに関  

して，中間評価項目得点が10点未満でも可能なも  

のが樹形モデルのパスの中にどの程度含まれるの  

かを調べる．  

表2：中間評価項目得点が10点未満でよいパス数  

麻痺拘縮   385  7，803  771，931   

移動   0   0  212，043   

複雑動作   92  3，717  618，681   

特別介護   0   0   0   

身の回り   0   0   32，046   

意思疎通   187  3，800  493，064   

開襟行動   88  10，967  195，099   

6 おわりに   

今回の問題点に対する分析は，中間評価項目得点が  

一次判定アルゴリズムにおいて有効に働いているのか  

調べるために行った．その結果，中間評価項目得点が  

十分に機能していない可能性が高い事がわかった．こ  

のことから，中間評価項目得点を使用することに関し  

てより詳しい調査を行う必要があると言える．   

今回は以前に調べた樹形モデルのパスと要介護度の  

組合せのデータを問題点の分析に利用したが，今後は  

問題点以外の分析にもデータを応用していきたい．  

5 分析結果  

1．分析1の結果  

各要介護度における中間評価項目得点の必要条件  

を調べた結果，表1のようになった．この結果，必  

要条件のないものが多いということから，中間評価  

項目得点が有効に働いているとはいえない．また，  

麻痺拘縮，意思疎通，問題行動に関してはまったく  

必要条件というものがない．そこで要介護度の低  

いものに関して考えて見ると，この3つに分類さ  

れる項目の状態がどれほど悪くても「自立」や「要  

支援」になりうる可能性があるということになる．  
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表1：各要介護度の中間評価項目得点の必要条件  

要介護2～5  要介護1   

麻庫拘縮   なし   なし   なし   なし   

移動  14．0以上  14．0以上   なし   なし   

複雑動作  1．4以上  1．4以上   なし   なし   

特別介護  31．1以上  26．0以上  11．5以上   なし   

身〝－）回り  75．4以上  58．0以上   なし   なし   

意思疎通   なし   なし   なし   なし   

間啓行動   なし   なし   なし   なし   

2．分析2の結果   

次に，各中間評価項目得点に関して，10点未満で   

もよいパスの数は表2のようになった．この表か  
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